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極
め
て
浩
瀚
な
書
物
で
あ
る
。
序
論
と
全
四
部
、
二
六
章
か
ら
成
り
、
英

語
の
原
書
で
も
六
〇
〇
頁
を
超
え
る
。
全
部
の
章
の
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
を

掲
げ
る
だ
け
で
も
、
新
刊
紹
介
と
し
て
の
紙
幅
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
す
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
こ
の
よ
う
な
大
部
の
書
物
と
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は

一
言
で
言
え
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
」
の
「
宗
教
」
が
含
意
す
る
事
が
ら
が
、
近
年

急
速
に
広
が
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
ま
ず
「
イ
ギ
リ
ス
」
に
つ
い
て
。
今
さ
ら
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
、
近

年
の
「
イ
ギ
リ
ス
史
」
は
ブ
リ
テ
ン
国
家
の
複
合
性
を
抜
き
に
し
て
は
語
り

得
な
い
。
本
書
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
五
章
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
六
章
・
七
章
）

を
個
別
に
扱
っ
た
章
と
、
特
に
両
者
に
言
及
し
た
章
（
一
三
章
・
一
九
章
）
を
周

到
に
配
置
し
て
い
る
。
 

 
た
だ
し
、
序
章
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
本
書
の
対
象
は
「
グ
レ
ー

ト
・
ブ
リ
テ
ン
島
」
で
あ
っ
て
、「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
固
有
の
宗
教
史
を
組
み
入
れ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
膨
大
な
紙
幅

を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
抜

き
に
し
て
は
、説

明
が
困
難
に
な
る
部
分
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。事

実
、

一
八
世
紀
末
以
降
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
つ
い
て
論
じ
た
一
八
章

で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
や
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
に
つ
い
て

か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
し
、
そ
の
他
の
章
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関

連
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
状
況
に
触
れ
て
い
る
部
分
は
多
い
。
 

 
第
二
に
「
宗
教
」
に
つ
い
て
。
訳
者
あ
と
が
き
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通

り
、「
宗
教
史
」
を
名
乗
る
本
書
が
対
象
と
す
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
に
限
ら
な

い
。
我
が
国
で
長
ら
く
参
照
さ
れ
て
き
た
類
書
と
し
て
、
浜
林
正
夫
氏
の
同

名
の
書
物
が
あ
る
（『
イ
ギ
リ
ス
宗
教
史
』
大
月
書
店
、
一
九
八
七
年
）。

浜
林
氏
も

同
じ
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に
限
定
さ
れ
な
い
「
宗
教
史
」
を
指
向
し
た
た
め

に
、
キ
リ
ス
ト
教
流
入
以
前
の
ケ
ル
ト
人
の
宗
教
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る

点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
浜
林
氏
が
一
九
世
紀
末
ま
で
し
か
扱
わ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
本
書
が
扱
う
「
宗
教
」
の
幅
は
は
る
か
に
広
い
。
す
な
わ

ち
、
主
に
現
代
を
扱
っ
た
第
四
部
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
個
別
に
扱
っ
た
二
二

章
が
配
置
さ
れ
、
宗
教
の
多
元
性
に
つ
い
て
述
べ
た
二
五
章
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
系
の
新
興
宗
教
、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
、
シ
ー
ク
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
、
仏
教
ま
で
も
が
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
 

 
そ
れ
以
前
の
時
代
に
つ
い
て
も
、
叙
述
は
豊
か
で
あ
る
。
宗
教
改
革
以
降
、

少
数
派
に
転
じ
つ
つ
も
常
に
イ
ギ
リ
ス
史
に
お
い
て
様
々
な
意
味
で
重
い
存

在
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
つ
い
て
は
、
二
人
の
編
著
者
が

自
ら
担
当
し
て
二
章
を
設
け
て
い
る
し
（
一
二
章
・
一
八
章
）、
理
性
と
宗
教
の

関
係
（
一
一
章
）、

世
俗
化
の
問
題
（
二
一
章
・
二
六
章
）
と
い
っ
た
こ
と
が
ら
に

も
個
別
の
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
規
模
に
拡
大
し
た
イ
ギ
リ

ス
帝
国
に
お
け
る
各
教
派
の
宣
教
団
体
に
よ
る
活
動
の
問
題
に
も
目
配
り
を
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忘
れ
な
い
（
二
〇
章
）。

 

 
な
お
、
本
書
の
全
二
六
章
は
二
名
の
編
者
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
章
を
担
当
 

し
て
い
る
他
は
、
全
て
そ
の
分
野
の
専
門
家
が
一
章
ず
つ
担
当
し
て
い
る
た
 

め
（
そ
の
点
が
本
書
の
専
門
性
の
高
さ
を
も
担
保
し
て
い
る
）、

そ
も
そ
も
章
に
よ
っ
 

て
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
翻
訳
は
お
お
む
ね
読
み
や
す
い
。
た
だ
し
、
浩
 

瀚
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
わ
ず
か
に
日
本
語
表
記
の
不
統
一
も
み
ら
れ
る
。
聖
 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
五
五
頁
）
と
聖
ア
ン
ド
ル
ー
（
一
三
五
頁
）、
ド
ミ
ニ
コ
会
（
七
 

六
頁
な
ど
）
と
ド
メ
ニ
コ
修
道
会
（
三
〇
六
頁
）、

p
ro
v
in
ce

の
訳
語
と
し
て
の
 

大
司
教
区
（
六
〇
頁
、
八
五
頁
な
ど
）
と
大
司
教
（
の
）
管
区
（
五
頁
）
な
ど
。
最
 

後
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
a
rch

d
io
cese

と
の
訳
 

し
分
け
の
関
係
で
、
広
く
我
が
国
学
界
で
の
訳
語
統
一
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
 

ろ
う
。
 

 
以
上
紹
介
し
て
き
た
本
書
は
、
情
報
量
の
点
か
ら
も
、
テ
ー
マ
の
網
羅
性
 

の
点
か
ら
も
、
今
後
長
く
こ
の
分
野
で
参
照
さ
れ
る
基
本
文
献
と
な
る
こ
と
 

は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
本
信
太
郎
）
 

 


